
 
「高大社連携フューチャーセッション」とは、高校生・大学生・社会人といった世代、学校間

を越えて交流するキャリア教育企画である。今回の分科会では、9月 22 日京都市内、9 月 29 日京

都府北部にて開催した際に参加した高校生・大学生が集い、それぞれの会場で得た学びや気づき

を振り返る公開振り返り会を行った。本会では、参加者が高校生・大学生の生の声を聴くことで、

思考・行動のプロセスを体験し、質疑応答を通して対話の機会とすることを目指した。 

 

 
前半はまずコーディネーターの杉岡秀紀准教授から本特別分科会の目的・目標・進行案につい

て説明があった。次に２会場（9 月 22 日の京都市開催回と 9 月 29 日の京都府北部開催回）の参

加者 16 名で KPT（Keep・Problem・Try の３つの視点から振り返る）という手法を用い、個人ワー

クを行った。その後、24 名の見学者を迎え、鮫島輝美講師が９月 22 日に担当した「高大社連携フ

ューチャーセッション＠京都市内」のアンケート結果報告を行った。続いて、杉岡秀紀准教授が

９月 29 日に担当した「高大社連携フューチャーセッション＠京都府北部」のアンケート結果報告

を行った。  

中盤は KPT シートを活用して、グループで振り返りを行った後、ワールドカフェ（グループに

一人残し全員が別のグループに移動）という手法を活用し、グループを３回変えながら、全体で

気づきや学びを共有した。 

後半は、フィッシュボール（金魚鉢）という手法を用いながら、会場との質疑、また「今後、こ

こで得た学びや気づきをどうしていきたいか」をテーマに一人一人決意表明をし、閉会した。 

 

 
オブザーブされた見学者からは「だんだん仲よしに、発言が深くなっていく様子はよかった。

Q&A、決意表明もすばらしかった」「高校生の考え方を聞くというのは日頃ない機会で、とても新

鮮だった」「最後の学生たちのコミットと鮫島先生のコメントに、自分自身を顧みることができた」

「生徒たちの変化の様子が見られて良かった。高校生と大学生のグループワークは学びが多そう。

キャリアから進路につなげるスキル（次のステージへの移行のポイント）を知りたい」などのコ

メントが寄せられた。 
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以上の感想なども鑑み、本高大社連携フューチャーセッションは、①学校、学年、学校種、地

域などの枠を超えて、つながれる（斜めの関係構築）、②「社会の教育力」を信じ、学校が送り出

せる（教師・教員はその仕掛け役、架け橋役）、③学生が「主人公」となる場と機会になり得る、

④学校・大学の外で社会（他者）と出会う機会となっている、と総括できる。 

 

 
本年度の特別分科会②は、昨年度までと違い、フォーラム当日に「高大社連携フューチャーセ

ッション」の振り返り会を実施した。この工夫（アレンジ）により、企画に参加した高校生や大

学生の「生の声」や「学びや気づき」「成長の足跡」などが立体化でき、高校生、大学生個々人

が内省しつつ、交流もできる機会を創造できた。加えて、見学者にとっても、２会場それぞれの

善し悪しを１日かつ直接比較検証できる機会をつくれた。この一挙両得性が本セッションのねら

いであり、言わば到達点と言えるだろう。アンケート（外部評価）でも、９割の参加者が「満

足」もしくは「やや満足」と、比較的良い評価をいただけた。 
 他方、課題としては、①参加できる学生に限りがあったこと、②簡単な写真とテキストだけで

は、当日の機微を見学者に伝えにくかったこと、などが挙げられる。これらの点については今後

の課題としたい。 
 

  

  

到達点と今後の課題 
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